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介 護 機 器 の 開 発 ・ 設 計 ・ 導 入 ・ 普 及 に 関 し て  

1 . 課 題 の 抽 出  

 具 体 例 と し て 、 電 動 式 外 骨 格 タ イ プ の パ ワ ー ア シ ス

ト ス ー ツ を 挙 げ る 。 ア シ ス ト ス ー ツ は 介 護 者 だ け で な

く 被 介 護 者 の 補 助 も 可 能 で あ る 。 且 つ 、 介 護 施 設 だ け

で な く 通 常 住 宅 で も 使 用 可 能 な た め 増 加 す る 被 介 護 者

に 対 応 す る 介 護 機 器 と し て 重 要 で あ る 。  

1 . 1 . 多 様 な 要 求 へ の 対 応  

 ア シ ス ト ス ー ツ は 現 状 で も 一 定 の 汎 用 性 を 持 つ 。 し

か し 、 今 後 の 介 護 需 要 の 増 加 に よ っ て 介 護 機 器 が 使 わ

れ る 状 況 は 多 様 に な る と 想 定 す る 。 し た が っ て 、 使 用

場 面 や 使 用 者 に 合 わ せ た 適 切 な 機 能 を 提 供 す る こ と が

課 題 で あ る 。  

1 . 2 . 安 全 性 の 向 上  

 ア シ ス ト ス ー ツ は 、 作 業 中 の 誤 作 動 や 故 障 は 使 用 者

の ケ ガ 等 に 直 接 つ な が る た め 十 分 な 安 全 性 を 要 す る 。

さ ら に 、 今 後 の 介 護 需 要 の 増 加 に よ り 機 器 の 扱 い に な

れ た 介 護 職 員 以 外 の 使 用 を 想 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の

た め 安 全 性 の さ ら な る 向 上 が 課 題 で あ る 。  

1 . 3 . リ カ レ ン ト サ ー ビ ス 化  

 ア シ ス ト ス ー ツ は 、 専 用 の 介 護 動 作 を 行 う 機 器 で は

な く 汎 用 性 の あ る 介 護 機 器 で あ る 。 使 用 者 が 導 入 当 初

想 定 し て い た 使 い 方 以 外 で も ア シ ス ト ス ー ツ を 活 用 し

た い 状 況 が 発 生 す る 。 こ れ に 対 応 す る た め に ア シ ス ト

ス ー ツ の 価 値 を リ カ レ ン ト サ ー ビ ス と し て 提 供 す る こ
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と が 課 題 で あ る 。  

2 . 最 重 要 課 題 と そ の 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 多 様 な 要 求 へ の 対 応 」 で あ る 。 理 由

は 、 使 用 者 の ニ ー ズ に 応 え ら れ な い と 競 争 力 が 確 保 で

き ず 普 及 し な い か ら で あ る 。 以 下 に 、 こ の 課 題 の 解 決

策 を 示 す 。  

2 . 1 . 品 質 機 能 展 開 （ 以 下 、 Q F D ） の 活 用  

 使 用 者 の 要 求 と ア シ ス ト ス ー ツ の 機 能 と の 対 応 を 一

覧 化 す る 。 現 状 は 想 定 す る 一 定 範 囲 の 使 用 者 の 要 求 の

中 か ら 優 先 度 の 高 い も の に 対 応 し た 製 品 開 発 を 行 っ て

い る 。 こ れ を 使 用 者 毎 、 使 用 場 面 毎 に 分 け そ れ ぞ れ に

つ い て 要 求 の 抽 出 と 機 能 へ の 展 開 を 実 施 す る 。 こ れ に

よ り 常 に 必 要 な 機 能 と 特 定 の 条 件 で 必 要 な 機 能 を 詳 細

に 整 理 す る 。  

2 . 2 . モ ジ ュ ー ル 化  

 要 求 さ れ る 機 能 毎 に 細 分 化 し た モ ジ ュ ー ル を 設 計 す

る 。 モ ジ ュ ー ル を 組 み 合 わ せ る こ と で 使 用 者 毎 、 使 用

場 面 毎 に 合 わ せ た ア シ ス ト ス ー ツ を 提 供 す る 。 工 夫 と

し て メ イ ン と な る 骨 格 フ レ ー ム は 共 通 と す る 。 モ ジ ュ

ー ル は イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 分 を 共 通 設 計 と し 取 り 付 け

互 換 を 確 保 す る 。  

2 . 3 . 付 加 製 造 （ 以 下 、 A M ） の 活 用  

 多 様 性 へ の 対 応 と し て ア シ ス ト ス ー ツ は 使 用 者 の 身

体 特 徴 に 合 わ せ た 構 造 を 有 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 共

有 部 品 以 外 の 生 産 数 量 は 少 な い 。 従 来 工 法 で は 生 産 量
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や 複 雑 性 の 点 で 加 工 が 困 難 で あ る 。A M 活 用 に よ り 複 雑

な 少 量 生 産 に 対 応 す る 。  

3 . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

3 . 1 . 1 . リ ス ク ： 共 有 で き な い  

 使 用 者 に 対 し て 個 別 最 適 化 さ れ た ア シ ス ト ス ー ツ を

他 人 が 使 用 し た 際 に 誤 操 作 等 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。  

3 . 1 . 2 . 対 策 ： 使 用 者 認 識  

 対 策 と し て 、 ア シ ス ト ス ー ツ に 使 用 者 を 認 識 す る 機

能 を 搭 載 す る 。 併 せ て 、 数 人 で 共 有 し て 使 用 し た い 場

合 に 備 え て ア タ ッ チ メ ン ト 式 の 装 着 具 を 提 供 す る 。 付

け 替 え る こ と で 個 別 最 適 化 さ れ た 制 御 パ ラ メ ー タ な ど

が 切 り 替 わ る よ う に す る 。 こ れ に よ り 誤 操 作 を 回 避 す

る 。  

3 . 2 . 1 . リ ス ク ： 使 用 状 況 の 変 化  

 介 護 期 間 の 中 で 身 体 状 況 が 変 化 し て い く 可 能 性 が あ

る 。 購 入 当 初 は 不 （ 必 ） 要 だ っ た 機 能 が 後 に 必 （ 不 ）

要 に な る 可 能 性 が あ る 。  

3 . 2 . 2 . 対 策 ： リ カ レ ン ト サ ー ビ ス 化  

 介 護 期 間 の 中 で 適 切 な ア シ ス ト ス ー ツ の 機 能 を 提 供

す る た め に リ カ レ ン ト サ ー ビ ス と し て 提 供 す る 。 身 体

状 況 の 変 化 に 応 じ た モ ジ ュ ー ル の 交 換 を 可 能 に す る 。

ア シ ス ト ス ー ツ 動 作 時 の 発 生 ト ル ク 値 か ら 動 作 速 度 な

ど を 分 析 し 身 体 状 況 を 観 測 し ア シ ス ト ス ー ツ の 調 整 や

部 品 交 換 を 適 切 な タ イ ミ ン グ で 提 供 す る 。  

 


